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試合番号 ： 382 試合会場 ： サイデン化学アリーナ（さいたま市記念総合体育館） 観客数 ： 680

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 14:29 試合時間 ： 01:29 主審： 津嶋　由香 副審： 高橋　宏明

埼玉上尾メディックス 通
算

10 勝 6 敗

3

25 第1セット 14

0

KUROBEアクアフェアリーズ 通
算

2 勝 14 敗

ポイント： 31 ポイント： 5

監
督
コ
メ
ン
ト

　2022年スタートの連戦をホームゲームで連勝するという結果が得られた
事について、選手、サポートするスタッフ、応援してくれる方々に感謝い
たします。
　試合内容としては、昨日の１戦目より点数を抑えることができたが、課
題であるサイドアウトの局面で連続し失点をしてしまうケースがあるので
、来週以降に向けて更なる修正と強化を図りたい。

26 第２セット 24
監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日の雪辱を晴らすべく臨んだゲームでしたが、１セット目からサーブ
で崩され、自分たちのリズムが作れませんでした。さらに、埼玉上尾のア
タッカーのうまい攻撃に足が止まり０-３の完敗となりました。
　この２試合の反省を活かし、次週からのゲームの準備をしたいと思いま
す。
　今後ともご声援よろしくお願いいたします。

25 第３セット 12

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームで連勝して上位を目指す埼玉上尾メディックスと、勝利して弾みをつけたいKUROBEアクアフェアリーズの一戦。
　第１セット、序盤、埼玉上尾サンティアゴ、青柳の活躍で８-５とリードする展開。中盤、KUROBE細沼のブロック、コクラムのアタックで応戦するが、埼玉上尾は、サンティアゴ、佐藤の攻撃でリードを広
げる。途中サンティアゴと交代した岩澤のサービスエースと好サーブで得点を重ね最後はサンティアゴのブロックで先取する。
　第２セット、埼玉上尾・佐藤、KUROBEラッツの打ち合うが、８-３と埼玉上尾がリードする。中盤、埼玉上尾・内瀬戸が打ち、KUROBEは粘りの攻撃で終盤に細沼のブロックで23-23の同点とし、その後デュ
ースとなるが、埼玉上尾は好レシーブで粘り、最後はロレンネのアタックでセットを連取する。
　第３セット、序盤、埼玉上尾はセッター山崎の多彩なトスワークで攻撃し得点を重ねる。KUROBEは金杉、道下で攻めるが、中盤以降も流れをつかんだ上尾の攻撃が冴え、最後はロレンネのサービスエース
で勝利した。

試合番号 ： 384 試合会場 ： ウィングアリーナ刈谷 観客数 ： 730

開始時間 ： 11:35 終了時間 ： 13:47 試合時間 ： 02:12 主審： 増岡 三佳子 副審： 澤 達大

トヨタ車体クインシーズ 通
算

0 勝 16 敗

1

25 第１セット 19

3

東レアローズ 通
算

13 勝 3 敗

ポイント： 1 ポイント： 40

監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日の敗戦からサーブポイント、ブロックポイント、ディフェンスから
の攻撃につなげるプレーを大きく修正し、第４セットのセットポイントに
持ち込む展開まで行った選手の奮闘を讃えたい。しかしながら、どうして
も勝ちたいという思いが力みにつながって、最後の２点を取り切れなかっ
た心情を理解しています。全ての壁を破る事が出来るまで、粘り強く戦っ
ていきたいと思います。東レは劣勢時にも落ち着いて役割をこなしていく
部分が素晴らしく、クインシーズの新人選手にも学ばせて成長させていき
たい。全国のファンの皆様や会場来てる方にホームでの勝利をお届けした
かったですが、この悔しさを糧に選手たちを奮い立たせ、戦い抜く姿勢を
お見せできるようにしたいと思います。応援の力に対し、良い結果で応え
られる様、引き続きチーム一丸となって努力します。皆様のサポートに感
謝しております。ありがとうございました。

20 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　今日の試合は、相手の勢いに苦しむ場面が多く、全体として非常に課題
の多い内容となりました。特に攻撃の精度という意味で、トスの質をしっ
かり修正して次の試合へ準備したいと思います。
　本日もたくさんの応援をいただきありがとうございました。

17 第３セット 25

24 第４セット 26

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　今季初勝利を狙うトヨタ車体クインシーズが2位の東レアローズをホームに迎えての２連戦。粘るトヨタ車体を東レが振り切り、セットカウント３-１で勝利した。
　第１セット、序盤からお互いに点を取り合う競った展開となる。トヨタ車体は12-12から大川の2本のサービスエース等で５連続得点し、そのリードを保ったまま終盤を迎え、セットポイントではケルシー
がアタックを決めセットを先取した。
　第２セット、東レはクランの高い打点からのアタックや井上のセンターからの攻撃が要所で決まり、終始東レのリズムで試合を進め、24-16とセットポイントを掴む。しかし、そこからトヨタ車体も４連続
得点と粘りを見せたが、東レがこのセットを奪い返す。
　第３セット、東レがクランのサービスエースなどで連続得点しリードすると、その後も石川のサービスエースなどで点差を広げ終始優位にゲームを進める。トヨタ車体もケルシー、大川のアタックや山上
のツーアタック等で反撃しリズムを作ろうとするが、東レが着実に点差を広げ25-17でセットを連取する。
　第４セット、東レ・クランのアタックをトヨタ車体のハッタヤが２本連続でブロックし幸先の良いスタートを切る。序盤、トヨタ車体がリードを保ちゲームを進めるも、６-８から東レ・クランのブロック
とアタックで連続得点し８-８の同点に追いつく。そこからトヨタ車体は大川の効果的なサーブで東レのディフェンスを崩し、再び４点をリードする。トヨタ車体はそのリードを保ったまま、24-22と先にセ
ットポイントを掴むが、粘る東レがデュースに持ち込むと、最後は東レが２本連続でトヨタ車体ケルシーのアタックをブロックし、逆転でこのセットも連取した。

試合番号 ： 385 試合会場 ： ヴィクトリーナ・ウインク体育館（姫路市立中央体育館） 観客数 ： 810

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 15:13 試合時間 ： 02:13 主審： 吉岡　奈々 副審： 佐々木　伸子

ヴィクトリーナ姫路 通
算

4 勝 12 敗

1

17 第１セット 25

3

デンソーエアリービーズ 通
算

11 勝 5 敗

ポイント： 13 ポイント： 31

監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日の悔しい敗戦から今日は何が何でも勝とうと臨みましたが、あと一
歩届きませんでした。負けたことは率直にかなり悔しいですが、今まで出
場機会の少なかった大元や坊野の活躍はじめ、ベンチメンバーの活躍は成
長を感じられるものがありました。
　来週も、ホームゲームになります。コロナもなかなか収まらない状況で
はありますが、できるだけ多くの方々に来ていただきチームの後押し押し
ていただければと思います。２日間大変心強い応援をありがとうございま
した。
　

19 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　2022の始まりを2連勝で良いスタートを切ることが出来ました。
　序盤は昨日と同様に攻めの展開を作ることが出来ました。特にサーブと
ブロックが機能していました。今週の2試合は試合の中での修正力と対応
力をチーム内で高める上でとても重要な試合でした。
　また来週につながる試合にもなったと思うので、今週の経験を来週に活
かします。熱いご声援ありがとうございました。

25 第３セット 20

26 第４セット 28

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームゲームで勝利を飾りたいヴィクトリーナ姫路と、昨日に続き連勝を飾りたいデンソーエアリービーズとの一戦。
　第１セット、姫路はセレステ、貞包を攻撃の要として、代わったセッター坊野も渡邉を中心に攻撃を組み立てる。デンソーはセッター松井が、中元、工藤、アコスタの強烈なスパイクを引き出し、工藤、
アコスタの高いブロックで攻撃を阻み、セットを先取した。
　第２セット、姫路は安定したトス回しで、長野、セレステのサイド攻撃を中心に食らいつき、さらにセッター堀込と田中、佐々木のコンビが合い、我慢のバレーを終盤まで展開する。デンソーは、中元、
工藤のバックアタック、東谷、横田の脚の長いスパイクが要所で決まり、セットを連取した。
　第３セット、さらに反撃を重ねたいデンソーは中元、横田のスパイクで得点を重ねる。しかし、姫路は坊野の攻守に渡る活躍、セレクテの力強いスパイクで、序盤から優位な展開を見せる。中盤以降、互
いに譲らない展開で、デンソーは好守備から東谷のスパイク、姫路は大元、セレクテのブロック、貞包の技ありのスパイクなどでリードを広げ、セットを奪い返した。
　第４セット、デンソーは中元のサービスエース、工藤のブロックポイントを皮切りに、アコスタの高いスパイクで姫路を引き離すが、中盤以降、姫路はセッター堀込が長野、渡邉の緩急をつけた攻撃を引
き出し、田中のフェイントなどで徐々にペースを掴む。終盤は姫路のセレステ・渡邉、デンソーはアコスタ・中元の打ち合いで縺れる展開となるが、競り勝ったデンソーが嬉しい勝利を収めた。

試合番号 ： 386 試合会場 ： ジップアリーナ岡山（岡山県総合グラウンド体育館） 観客数 ： 920

開始時間 ： 14:00 終了時間 ： 15:32 試合時間 ： 01:32 主審： 本間　明 副審： 北村　友香

岡山シーガルズ 通
算

4 勝 12 敗

3

25 第１セット 22

0

PFUブルーキャッツ 通
算

9 勝 7 敗

ポイント： 14 ポイント： 25

監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日の悔しい負けの反省の思いが、本来の粘りの回復につながり、２セ
ット目を取りきることができた。特に内定の佐伯選手の思わぬ頑張りが、
ビギナーズラックを呼び込み、勝利につながったように思う。
　この試合がいいスタートになるよう、ファンの力とチームの結束力をよ
り自覚し、これからの頑張りにつなげていきたい。
　コロナ禍で大変な中、２日間に渡りたくさんの応援、誠にありがとうご
ざいました。

27 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　１，２セットの得点チャンスを逃してセットを取り切れなかったことが
、今日の敗因だと思う。
　昨日から、ゲーム内容自体あまり変わっていないので、日々の練習の成
果が結果として出ていると思う。少しでも得点の確率が上がるように練習
して、来週の試合に備えたい。
　本日もたくさんの応援を頂きありがとうございました。

25 第３セット 23

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームゲームで勝利し勢いを付けたい岡山シーガルズと連勝を狙うPFUブルーキャッツの一戦。
　第１セット、立ち上がりから岡山が宮下の多彩なトス回しからの攻撃でリードを奪う。中盤、PFUもジャンの連続得点などで反撃し一進一退の展開となるが、岡山が及川のブロックや高柳(有)のアタックな
どで抜け出し、セットを先取した。
　第２セット、序盤からPFUがバルデスのアタックなどでリードを奪う。岡山は金田や高柳(有)の得点などで反撃するが、PFUはバルデス・綿引・鍋谷などの攻撃でリードを広げる。粘る岡山は会場の大声援
を背に内定選手の佐伯の活躍もあり、得点を重ね逆転でこのセットも連取した。
　第３セット、勢いに乗った岡山は序盤から金田や及川の得点でリードを奪う。PFUも髙相の得点などで反撃するが、岡山は付・遠藤・佐伯ら若手の活躍でこのセットも奪い、地元の大声援の前でストレート
で勝利した。

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。


